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柴　皆さんこんにちは。それではシンポジウムを
始めさせていただきます。テーマは「芸術教科と
教科体育から創作ダンスを考える」でございます。
本学会は舞踊教育，舞踊学等を専門とする会員か
ら成りますが，本日はその外側から創作ダンスを
お考えいただき，その活動にご参画いただいてい
る異なる分野のご専門の方々にもご参加いただき，
創作ダンスというものを豊かに考えていくという
のが，本シンポジウムの趣旨でございます。私の
ほうからご登壇いただく先生方を簡潔にご紹介さ
せていただきます。本日は，最初にお一人，20
分程度ずつお話しいただきますので，その順番に
お並びいただきました。

皆様から向かって右側，高橋るみ子先生です。
高橋先生は私たちの分野の方で，宮崎大学教育学
部准教授で，今回のこの学会大会を可能にして下
さり実行委員長をお勤めいただいております。

続いて，お隣が横出先生です。横出先生は美術
科教育がご専門でいらっしゃいまして，30 年間
熊本大学で美術科教育をご担当になり，ご退官後，
造形アーティストとしてご活躍なさり，また日本

こうさく学研究会を立ち上げていらっしゃいます。
先生のご専門が，美術科教育であると申し上げま
したので，皆さんは日本こうさく学研究会のこう
さくについて「工作」という漢字を思い浮かべて
いらっしゃると思うのですが，それが大違いでし
て，そのことについても先生があとでお話くださ
います。続きまして，そのお隣が竹内元先生です。
宮崎大学大学院教育学研究科准教授でいらっしゃ
いまして，先生のご専門は教育方法学，授業研究，
教師教育，いわゆる教育学のご専門でいらっしゃ
います。そして私のお隣にいらっしゃる先生が大
石時雄先生です。大石先生はいわき芸術文化交流
館アリオスの支配人をなさっていらっしゃいます。
そして先生は地域で子どもを育てるということを
ご自分のお仕事の核に，子育て支援，それから学
校教育支援というような活動に取り組まれてい
らっしゃいまして，このあたりでつながっている
ということでございます。

最後になりましたが，私，司会の柴でございま
す。私は神戸大学，お茶の水女子大学をリタイア
いたしまして，現在放送大学，東京足立学習セン
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ターの所長を勤めております。どうぞよろしくお
願いいたします。それではさっそく，先生方お一
人お一人にこのテーマとのかかわりをお話しいた
だきたいと思います。では高橋先生よろしくお願
いします。
高橋　よろしくお願いいたします。私は，パワー
ポイントで進めさせていただきます。まず写真を
見ていただきますが，それぞれの写真にはコメン
トを付けています。

　4 枚目の写真は，日向市立細島小学校の 1・2・
3年生の実践（44名。表現遊びと表現。課題「ちょっ
とダンサー気分～夜の動物園」）の様子です。コ
メントは「自分のあこがれや夢，主張をかたちと
して表現できる」にしました。5 枚目の写真（写
真省略）は，都城市立西小学校 2 年生の実践（５
クラス 154 名。表現遊び。課題は「オリンピック
はすでに始まっている」）の様子で，コメントは，

「身体で問いかけ，身体で応える」です。
　6 枚目の写真（写真省略）は，僻地校の椎葉村
立椎葉小学校 3・4・5・6 年生の実践（34 名。表
現。課題は「だだだだ・だ」）の様子です。「友だ
ちのことがわかったような気がした」というコメ
ントを付けました。最後は，同じく僻地校の椎葉
村立小崎小学校の実践（表現遊びと表現。課題は

「オリジナルダンスフラッシュモブを創ろう」）の
様子です。全校児童 12 名を対象に実施しました。
一緒に写っているのは先生です。コメントは，「誰
にでもまねできそうでできない，その人だけのダ
ンス」です。

この（1 枚目の）写真は，新富町立富田中学校 1
年生の実践（3 クラス 95 名。創作ダンス。課題「オ
リンピックはすでに始まっている」）の様子です。
付けたコメントは「模倣は一種の自己改革」です。
2 枚目の写真（写真省略）は，日向市立大王谷学
園初等部 4 年生の実践（3 クラス 104 名。表現。
課題「オリンピックはすでに始まっている」）の
様子です。コメントは，「自分らしく，個性の強
調」です。3 枚目の写真（写真省略）は，日向市
立寺迫小学校の全校児童を対象にした実践（74
名，表現遊びと表現。課題「オリンピックはすで
に始まっている」）の様子です。「踊る楽しさを超
えた，ダンスを探る世界」というコメントを付け
ました。特別支援学級の子どもが一緒に参加して
います。これらの実践は，文化庁の「芸術文化に
よる子供の育成事業（芸術家派遣事業）」を体育
に位置づけて実施しています。また，写真を選ん
だのは，派遣芸術家の豊福さん（「んまつーポス」
のメンバー）です。

これらの活動は，すべて，鑑賞から模倣，模倣
から表現・創造へと仕組まれています。例えば，
課題「オリンピックはすでに始まっている」の場
合は，新聞や雑誌に掲載されているオリンピック
選手の写真の切り抜きをよく観察するところから
スタートし，その中で自分が好きな競技，選手，
自分のあこがれや夢，それらを選んで模倣します。
ただし，表現するのは，競技や選手ではなくてス
タジアムの雰囲気。緊張した感じや誇らしい感じ
です。課題「ちょっとダンサー気分～夜の動物園」
は，ダンスの絵本をよく観察し，絵本の中のダン
サーの「ふり」を模倣させます。ただし，この課
題も，表現するのは，夜という形のないものです。

急に話が飛びますが，知的に子どもたちがダン
スに接近したくなるような興味を喚起するために，
アーティストや劇場等ができることは何だろうと
考えてきました。子どもたちが目にするダンスは
本当に限られています。もっと子どもたちの周り
にアーティスティックなダンスがあれば，子ども
たちは，創作ダンスという学習方法に興味を持っ
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てくれるのではないか。ただし，それを先生たち
にさせるのではなく，アーティストや劇場にやっ
てもらう。アーティストや劇場に対して，創作ダ
ンスにもっと優しくしてくださいと言っていく。

優しくするとはどういうことかを説明すると，
ネットで創作ダンスを検索すると，高校生の創作
ダンスコンクールだったり，授業の発表会だった
りがヒットしますが，どれも似ています。また，
YouTube で「創作ダンス」を検索すると，上位
にこの動画が表示されます。再生回数が 258,869
回。子どもか大人かはわかりませんが，25 万人

の作品を鑑賞しました。これと同じことを，この
10 月，都城の総合文化センターで実施しました。
アーティストの中村蓉さんにも出演していただき
ましたが，このアート遠足というのは，劇場やホー
ルが，個人レベルではなく学校レベルでダンスを
提供するための一つの方法になると思います。た
だし，これは学校行事になるので，劇場やホール
だけではできません。教育委員会に動いてもらい，
その教育委員会へは先生たちに働きかけてもらい
ます。遠足で子どもたちがアーティストのダンス
を見るような仕組みができたら，今よりは少し創
作ダンスに対して，面白いかもしれない，創作ダ
ンスっていろいろなんだ，と関心を示したり，自
分がやりたいことを創って踊るダンスをやってみ
たいという子どもたちが増えたりするのではない
でしょうか。なお，アーティストに協力してもら
う場合の課題は著作権です。著作権フリーの学校
教育の中で，何でもフリーなのか。少なくとも大
学の教員が開発した教材だったり，アーティスト
のワークショップの内容だったりを，先生が活用・
転用するときには，子どもたちに入手先や方法に
ついて話す。また私たちも，授業で使う時には子
どもたちにそうしたことを話してください，と学
校や先生に言っていく，そういうことも大事では
ないかと。こんなふうに，創作ダンスの学習をす
る前にもっとプロの作品を見ることができるよう
にしたいと，今やっています。
柴　では高橋先生，1 回目それでよろしいですか。
高橋　はい。
柴　それでは続きまして横出先生よろしくお願い
いたします。
横出　只今，柴先生よりご紹介をいただきました
横出でございます。日本こうさく学研究会という
会を仲間と立ち上げておりまして，代表を務めさ
せていただいております。昨年まで大学で図画工
作や美術教育を担当してきました。研究テーマは，
遊びについて，特に造形芸術と遊びの関係につい
て研究をしてきました。

それでは，日本こうさく学研究会がどういうも
のなのかというところからお話をさせていただき
たいと思います。その中で，このお隣にいらっしゃ
います高橋先生や，またそのお弟子さんの「んま
つーポス」の皆さんとの関わりについても触れて
いきたいと思います。こうさく学研究会のこうさ
くは平仮名で標記しております。もちろん図画工
作の「工作」の意味もありますが，ただそれだけ
ではなくて，畑をたがやすの「耕作」，あるいは
何かが混ざり合う，ミックスされる，或はクロス
オーバーしていくという異種混合の意味合いも
持っています。この会では，いろいろな人との出
会いがあって，そこから個々人が何かをつかみ
取って伸びていったらいいなあという願いがあり

は，創作ダンスはこういうダンスだと思ったはず
です。これもなんですが，もっと色々なんだとい
うことを知らせないと。そこで，「んまつーポス」
に，YouTube にアップする作品に「創作ダンス」
と付けてもらいました。たちまち 20 人ぐらいが
視聴してくれました。もし，それぞれのアーティ
ストが，自分の作品をアップする際に，「創作」
とか「創作ダンス」という言葉をどこかに付けて
くれたら，「創作ダンス」を検索した子どもたちは，
色々なアーティストのダンスを視聴するはずです。
そして，一人の芸術家は一つの個性ある表現方法
を持つというようなことに子どもたちは気づいて，
じゃあ創作ダンスの授業では，私も，個性ある作
品を創ったらいいのねとなりますし，そのアー
ティストに対しても興味を持つはずです。じゃあ
劇場の場合はというと，次の写真を見てください。
これは，ルーマニアの子どもたちが，私とんま
つーポスが仕掛けた「アート遠足」に参加した写
真です。クラス全員が劇場に来て，んまつーポス
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ます。そのような場のひとつが展覧会です。特に
造形美術の展覧会を催しております。大体毎年 1
回，最近は，金沢の 21 世紀美術館の場所をお借
りして展覧会を行っております。もう一つの場が，
研究紀要の発行です。研究紀要とは申しますが論
文以外にも，詩を載せても構いませんし，また漫
画を描いても構いませんし，何でも載せてもよい
のです。そういうことで，理論や文章表現の場も
提供するように心がけているところです。こうし
たさまざまな人たちとの出会いの場からいろいろ
な美がこぼれ落ちるのを期待しつつ，ここ何年も
続けています。

の皆さんが面白いことをやっているので取り上げ
てはどうかということを，宮崎大学の樺島先生か
らご推薦をいただきまして，そのとき，私はダン
スに造詣も何も全くなかったのですが，何か地域
の皆様に楽しんでいただき，活性化にご協力いた
だけるようでしたら是非にということで，全くの
ボランティア参加でしたがご協力いただけること
になりました。島では，平面作品や立体作品など
の造形アートを中心に展示しました。メイン会場
は廃校になった小中学校でしたが，その他廃屋に
なった古民家や倉庫跡なども利用させていただき
ました。幸い多くの人に来ていただいて，当初の
数千単位から今日万単位で来ていただけるように
なっております。ちょうど今年で 5 年間続いてお
ります。このアートプロジェクト名は，「イチハ
ナリアートプロジェクト」といいます。ちなみに
イチハナリというのは一番離れているということ
です。今年から，メイン会場であった学校は，大
手の通信教育を行う企業が借り受け，再び本来の
学校としての機能を取り戻しております。こうし
て，島では，学校の復活と元々島内にあったリゾー
トホテルなどとのタイアップもあって地域経済に
大きく貢献し始めています。ところで，学校の窓
からは風景が 360°見渡せる絶好の美しいロケー
ションを持っております。そのような環境の中で，

「んまつーポス」の皆さんにパフォーマンスをやっ
ていただきました。折しも真夏でしたので，極暑
の中を，水をかぶりながら踊っていただきました。
子どもたちが彼らを囲むようにして，にこにこし
ながら見ていたのがとても印象的でした。

ところで，もう一つの私たちの活動として，金
沢の 21 世紀美術館での展覧会があります。今年
も「んまつーポス」の皆さんに来ていただいて，
展覧会会場の中で，パフォーマンスをしていただ
きました。その会場というのは絵画，立体作品，
あるいは何メートルもあるような大きな絵をライ
ブペインティングしているその最中で踊っていた
だきました。そのダンスの始まり方についても開
始の呼びかけも無く，何となく始まっていくとい
う具合でした。そこで観客の方々も自ずと気がつ
いてきて，やがてダンスの周囲が丸く空いてくる
というような始まり方でした。私は面白いなと思
うのと，またびっくりもするのですが，観客とダ
ンサーとの距離がゼロに近いぐらいで，本当にも
う，うっかりすると手が当たるんじゃないかって
いうくらい狭い空間で，踊る方々も大変苦労され
たと思います。至近距離なので汗も飛び散るよう
な，そのような近接した環境で踊っていただく
ので，息遣いもそのままこっちに伝わってきま
す。そういう姿を拝見しておりますと，まさに踊
る方々のエネルギーといいますか勢いが，こちら
に伝わってくるような気がしてなりませんでした。

さて，私はダンスには全くの門外漢ですが，以
前，高橋先生，「んまつーポス」の皆さんとお知
り合いになるきっかけがございまして，それ以来，
私たちのこうさく学研究会の活動として展覧会へ
の参加や論文執筆をお願いしてまいりました。そ
ういうことの中でいろいろと触れ合いが生まれて
きました。その中で二つほど事例を挙げさせてい
ただきたいと思います。まず，最初の出会いは，
私も企画・運営に関わらせていただきました沖縄
県うるま市でのアートプロジェクトでした。その
うるま市の地域おこし企画の中で高橋先生や「ん
まつーポス」の皆さんにご参加いただいたという
経緯がございました。このうるま市で何をしたか
といいますと，アートによる地域おこしという，
アートを一つの方法として地域経済の活性化を目
指してプロジェクトを企画していったわけです。
舞台はうるま市に属する離島です。そこでは雇用
が非常に少ないため若者が島を離れオジイとオバ
アばかりが目立つ島です。そして私たちが展覧会
をしたメイン会場は，一つの建物に小学校，中学
校が併設されておりました。しかしそれも廃校に
なっておりまして，その廃校を利用させていただ
いて展覧会をいたしました。当初，私たちのよう
な変な人が突然島に来ましたので多少のあつれき
などもありましたが，それは島の皆さんとの地道
な交渉を重ねながら次第にご協力をいただいて，
展覧会が可能になっていくという経緯がございま
した。この展覧会には立ち上げから 3 年かかわり
ました。その 3 年目に，高橋先生や「んまつーポス」
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ダンスによって，これまでの会場の時間，空間が，
急にそれまでとは異なる時間，空間に変貌すると
いうようなことでした。ところが，ダンスが終わ
るとまた何事も無かったかのように元の空間に
戻っていくというものでした。一連のパフォーマ
ンスの過程で時間，空間の意味が二転三転しなが
ら変化し，また体感できるというものでした。そ
こで，ふと私は，ダンスパフォーマンスと造形的
な展示物との関係はどういうことなんだろうかと
思いました。ダンスというものが，私たちの作品
の添え物になっている，そういうことではない，
また，そういうことであってもいけないと。また
この逆でもいけないだろうということで，両者が
相まって相補的にといいますか，相乗的に一つの
エネルギーがその場から創出されるのではないか
と思いました。ところで，なぜ造形的なアート作
品とダンスがうまくやっていけるのか，まあシン
クロするといいますか共振して，さらにもともと
持っていた力以上に増幅されてこちらに伝わって
くるのか，そういうことを考えてみました。図画
工作や美術教育の中で教える造形要素というよう
なものがありますが，実はこの造形要素が体育の
指導要領などを見ますと似ているなと思いました。
例えば，ムーブメント，リズム，バランス，プロ
ポーション，コントラスト，シンメトリー，リピ
テーション等々，造形要素としての言葉がそのま
まダンスにもあてはまるのではないかと思いまし
た。このことは，実は身体を媒体にして表現する
か，絵の具や，あるいは段ボールでも何でもいい
ですが，そういったものを素材にして表現するか，
媒体の用い方の違いだけじゃないかと思ったもの
です。したがって，ダンスにしても造形にしても，
両者を支える根本的な構成要素は実は同じことで
はないかということを，この度両者を比較して思
いました。このことによって共感というかシンパ
シーを感じて，私たちの立場からもうまく共感で
きるというか，のめり込んでいけるものがあるの
ではないかなというふうに解釈をしたようなわけ
です。　

最後に，では，何をそこで表現すれば良いのか，
これは一言で言いにくいですが，よく図工，美術
の評価の中で，生き生きとしていいねとか，伸び
伸びしていいねとかいうふうに評価用語を使いま
すが，基本的にこれは生きるを強調していること
から，結局は生命感を象徴した言葉であって，こ
の生命感の象徴が一つの芸術を構成する大きな要
素になるのではないかと思っています。少し飛躍
するかもしれませんが，クロード・モネという睡
蓮を描いた画家がおりますが，彼の妻が亡くなっ
たときに描いた『死の床のカミーユ・モネ』とい
う作品があります。絵の中の対象は亡くなってい
るのですが絵としては実は生き生きと輝いていま

す。実際の対象はたとえ死んでいても，作品とし
ては画中の色，形というものが生き生きと構成さ
れて輝いていると思います。昔，私が学生の頃，
表具師，掛け軸を作ったりする方，その表具師の
方の講義を受けたことがありますが，その方が，

「私はいい絵を見ると元気になってまた仕事をし
たくなる」とおっしゃっておられました。もう何
十年も経たちますがいまだにそれを覚えておりま
す。本当にいい仕事といいますか，ダンスにせよ
造形作品にせよ，いい仕事を見させていただくと
いうことは非常に元気をもらって，また頑張ろう
と，そういう勇気がわいてくる気がしてなりませ
ん。とりとめもなくお話し致しました。もし時間
が余っていれば，「んまつーポス」の皆さんの 21
世紀美術館でのパフォーマンスの様子をご覧いた
だきたいと思います。
柴　せっかくですからどうぞお願いいたします。
横出　そうですか。申し訳ありません。じゃあ
ちょっとだけ，美術館での様子を。（以下，VTR
の解説。省略）

柴　先生，よろしいですか。それではひとまずこ
こまでということで。それでは続きまして，竹内
先生よろしくお願いいたします。
竹内　宮崎大学大学院の竹内と申します。よろし
くお願いします。私と創作ダンスの出会いはも
う 13 年前になりますが，広島大学の助手を経て
宮崎大学に赴任したときに，特に目に力のある学
生に，「きみが今まで受けてきた講義の中で，宮
崎大学で一番印象に残っている講義は何ですか」
という質問をしました。一番名前が上がってきた
のが，高橋先生のダンスです。私が最初に宮崎大
学でしたことは，高橋先生のところに行って「講
義を受けさせてください」と言ってお願いしたこ
とです。それから巻き込まれたというのか，いろ
いろ高橋先生とする中で，今は特に子どもたちの
芸術体験が，過疎化している地域と豊かに体験し
ている地域があって，宮崎の中でも格差が生まれ
ていますので，その格差を解消するために産官学
民が連携して，「みやざき子ども芸術体験推進連
絡協議会」という組織をつくって，その中で芸術
家の派遣事業を中心として，すべての子どもたち
が，できれば年 1 回はアーティストと出会えるよ
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うな学校での場づくりをご一緒させてもらってい
ます。そのことは最後にふれます。今日与えられ
たテーマからしますと，私は学校教育が専門です
ので，学校教育から創作ダンスを考えるという点
で，自分が創作ダンスにどういうふうに関心を寄
せているのかというところを主に 2 点，お話しで
きればなというふうに思っています。

まず一つ目は，学校教育の今最大の関心事の一
つに，子どもの自己肯定感の欠如をどうするかと
いうのがあります。子どもの変化に対してどう対
応するかということなのですが，子どもにとって
創作ダンスがどんな意味があるのかという点での
お話になるかと思います。生きる力の育成がいわ
れる背景に，子どもの自己肯定感の欠如という問
題が指摘されています。自己肯定感というのは自
尊感情とは異なっています。教育心理学は「自
尊感情」という言い方をしますが，教育方法学
は「自己肯定感」と呼びます。自尊感情っていう
のは，自分はできるんだとか，それを認めてもら
いたいという心持ちですけれども，自己肯定感と
いうのはどちらかというと自分の失敗を受け止め
ることのできる力のことです。自分の至らなさや
不十分さを受け止める力，これが欠けているので
はないかということが指摘されています。例え
ば，ちょっと皆さんにはイメージがつきにくいの
かもしれませんが，給食指導で説明をすると，好
き嫌いの激しい子ども，子どもが給食を残してい
る中でどう子どもにかかわっていくかというとき
に，多くの先生方は子どもが少しでも食べたらほ
めるというかかわり方をします。これは自尊感情
に観点を持って指導しているというやり方になり
ます。少しでも食べたらほめるというのは自尊感
情型の指導なのですが，これを自己肯定感が育っ
ていないと捉えるとどんなふうに指導が変わるか
というと，まず自尊感情型の「ちょっとでも食べ
たらほめる」というやり方がなぜ問題なのかとい
う点から説明します。この方法は頑張らないと認
められないというふうに子どもに伝わってしまい
ます。「頑張らない自分は認められないんだ」と
子どもに伝わる方法なのです。子どもが頑張った
ら少しでも頑張ったところをほめるという方法は，
子どもからすると，「頑張らないと自分は認めら
れない」という方法になるので，この方法では子
どもと教師の関係はうまくいかないだろうと捉え
ています。では，どのような指導になるかという
と，ショウヘイくんという子どもがいたんですけ
ど，この子どもは大の野菜嫌いなんですが，とり
あえずショウヘイくんと一緒にご飯を食べるなか
で，ショウヘイくんに言ったのは，「いただきま
すをしてから食べ残したのを私が食べることはで
きない」と。「だから君ができる方法は，いただ
きますをする前に自分が食べられない分を全部こ

ちらによけなさい」とまず指示をします。そうす
るとショウヘイくんは，1 日目にあったサラダは
全部私の方にのけましたけれども，それを認めて
あげます。そこから出発して，ショウヘイくんが
自分が食べられないなと思うのを全部食べてあげ
るという関係を持ちます。そんなことを 2，3 日
続けておくと，3 日目ぐらいでしたね，ショウヘ
イくんのサラダをのけようとする手が少し止まる
ようになります。で，「今日は頑張るの？」って
言ったら，ショウヘイくんは「うん」って言うの
で一緒にいただきますをすると，ショウヘイくん
はコーンを 1 個だけでしたけど残したやつを鼻を
つまんで食べました。で，そのあと何を思ったか
ショウヘイくんは，空になったお皿を持って給食
室の職員さんところに行って，「おばちゃん，今
日全部食べたよ」って言ってました。そういうふ
うに彼が自分の給食を減らす量を減らしていくと
いうプロセスを取っていくのが，自己肯定感とい
うところに焦点を当てた指導の在り方になります。
この方法は頑張らないときは現状維持なので，別
に本人自体が頑張らなくてもいいという，そうい
う関係性の中で取り組みが行われます。指導する
プロセスにどういう教師と子どもの関係があるの
かという点で，自己肯定感と自尊感情で捉え方が
異なってきます。今，問題になっているのは，こ
の自己肯定感の欠如っていうところにあるんじゃ
ないかなと考えています。ある正解にいかに至る
かという文脈の中では，自己肯定感を育てる指導
は成立しにくい。自己肯定感を育てる指導のプロ
セスが，私は創作ダンスの指導のプロセスと似て
いるなというのが，一番自分の中で関心があって，
正解のない探求過程というのか，できれば途中で
ものの見方，考え方が変わってしまうのもありと
いうのか，そういう答えの方向性すら途中で変わ
るような，そういう創作のプロセスに，自己肯定
感を育む指導の在り方と共通点があるなと思って
います。そういう意味では，まず創作ダンスに自
分が関心を寄せたのは，そういう創作ダンスの，
認識というよりはどちらかというと人間形成の機
能に関心を寄せています。これが一つ目です。

二つ目は，学校の教員が今一番解決したい問
題は何かと聞かれると，単純に言うと，「立ち歩
く」，「内言が止まらない」，「忘れ物が多い」と
いった，いわゆる困った子への指導です。ところ
がこの困った子の指導は，教師自体も変わらない
といけない。教室で立ち歩いたりとか忘れ物が多
くて困ってるって言ってるのは教師であって，決
して子どもではありません。困った子っていうの
は教師が困った子であって，子どもが困っている
というわけではないのです。教師が困った子と捉
えるのではなくて，子どもが何に困っているかと
いうところを捉えて教師は子どもを理解しなくて
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はいけないのです。なかなか自分ところに持ち込
まれる相談においては，まず教師が困っているこ
とが持ち込まれてきます。そうすると全然子ども
が見えていなくて，教師自身が自らの子ども観を
捉え直して子どもと出会い直さなければならない。
そうじゃないと問題が解決していかないのですが，
特別な支援を必要とする子どもへの対応におい
て，今，多くの教師はどうしていいかわからない
という状態にあります。私から見ると，問題の解
決を急ぐあまり問題を発見すらできていない状態
で相談に来られますので，その問題を一緒に発見
していくプロセスにつき合っていくことになりま
す。例えばミユキという子がました。彼女は掃除
を全くしない子だったのですが，一応一緒に教室
に入って掃除時間にミユキに「掃除しようや」っ
て声をかけるんです。ほうきを持っていって。で
も，彼女はうんともすんとも言いません。さぼっ
てはいないんですよ。おしゃべりをしてるわけで
もなくて，遊んでるわけでもなくて，ただじっと
窓際に立って何かを見ているんです。監視してい
るかのように教室の中を見ています。教育は試行
錯誤のプロセスですので，とりあえず「掃除しよ
うや」と話しかけることぐらいしかできないの
で，これを毎日のように続けていきます。そうす
ると大体 3 日目ぐらいになると，男の子がほうき
を 2 本持ってきてくれます。「先生今日も声をか
けるんやろ」って。「いや，おまえが声をかけろ
や」と。こういうやり取りをしながら毎日，ミユ
キに掃除をしようやって声かけるんですけれども，
ミユキはうんともすんとも言ってくれません。で，
ミユキの場合は 5 日かかりました。5 日目にある
日突然ミユキはこう叫んだんです。いつものよう
に「掃除しようや」って声かけると，「男は家で
は掃除せんや」と叫んだんです。何のことかよく
わからなかったんですが，ミユキの言い分はこう
で，家へ帰るとお母さんばっかりが家事をしてい
ると。お父さんは寝ていてじゃまだと。自分が将
来結婚したときにこんな父親みたいなやつと一緒
になるのは嫌だって言いだしたんです。ミユキは
そのクラスメイトがそういう自分の父親みたいに
ならないようにするために今，監視していると。
掃除ぐらいできるようにならないといけないって
言ってるんです。で，ミユキにまず指導したのは，

「この少ない十何人の男の子から将来の伴侶を選
ぶという考え方はやめなさい」と言いました。そ
のあとにミユキと最初に取り組んだのは，調べ学
習です。「なぜ男性はごみ捨てを家事に選ぶのか」
を調べました。そうすると調べるプロセスの中で，
男性がごみ捨てと呼んでいるのは玄関先にくくら
れたごみをごみ捨て場まで持っていく作業のこと
をごみ捨てと呼んでいて，家中のごみを集めて玄
関まで持ってくるのは誰かということに気づいて

いきます。そういうプロセスを経て初めてミユキ
との関係が成立してくるのです。ミユキが抱えて
いる課題はジェンダーなんですけれども，子ども
たちっていうのは自分が抱えた課題をなかなか言
葉には表せないんです。教師は子どもが何に困っ
ているかがわからない。で，見えていない。そう
いう状況を転換して子どもと出会い直して教師は
問題を発見していかなくてはならない。そういっ
た教師のニーズや課題に対してどう応えていくの
かが，今，学校教育の一つの大きな課題になって
います。教育心理学は，教師と子どもの関係を，
共感，受容する関係に変えるべきだと主張します。
私は共感，受容はちょっと語感のニュアンスとし
て違うなと思っていまして，自分が使ってるキー
ワードは参加，承認するというかかわり方なんで
す。というのも，参加，承認というかかわり方は，
大人と子どもの関係を再構築する条件でもあると
考えているからです。ちょっと学校を離れますが，
例えば血のつながりのない親子が親子になる瞬間
にはどういう営みがあるんだろうということを研
究していた時期があります。血のつながりのない
親子が親子になる，つまり，里親さんが施設から
子どもたちを自分の家に連れていくというシーン
でどういう子どもと大人のやり取りが行われてい
るのかっていうのを参与観察してた時期がありま
す。で，こんなエピソードがあります。ユミちゃ
ん 3 歳の例です。ユミちゃんは乳児院に預けられ
て，お父さんお母さんもいるかいないかもわかっ
ていない状態の子どもなんです。里親さんが何週
間も通ってユミちゃんとの関係をつくって，ユミ
ちゃんをいざ引き取ろうとするシーンです。里親
さんがユミちゃんと遊んで，「じゃあユミちゃん
お片づけしようか」って言って，「じゃあ一緒に
家に帰ろうね」って言ったときに，ユミちゃんは
何を思ったか突然里親さんに向かって「私にはお
父さんもお母さんもお姉ちゃんもお兄ちゃんもい
るの」って言ったんです。これを，「そう」と受
け止めてしまうと，ユミちゃんと新しい家族を形
成することを里親さん自ら否定するので，それも
できないと。で，ユミちゃんの話は事実ではない
んですけども，ユミちゃんにとっては真実の話な
ので，ユミちゃんの話自体を否定することはユミ
ちゃん側から里親さんとの関係を切ってしまうの
で，「違うよ」とも言えない。その中でどうして
いくかって考えたときに，この里親さんはとても
すてきな回答をしたんです。ユミちゃんが里親さ
んに「私にはお父さんもお母さんもお姉ちゃんも
お兄ちゃんもいるの」って言ったときに，里親さ
んは「そう，すてきね。私もその家族に加えてく
れる？」って入っていきます。関係を構築してい
くときには，相手を受け止めるプロセスというイ
メージよりは，相手の世界に参加していくという
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のが多分ある意味正しい言い方なのかなと思っ
ています。相手を受容するという営みではなく
て，相手に参加する，相手の世界に参加するって
いうのが，学校教育には欠けています。どちらか
というと学校に子どもたちを適応させるというプ
ロセスがほとんどで，子どもたちに合わせて学校
を変えていくというプロセスはほとんど見当たり
ません。で，唯一と言っていいのか，創作ダンス
は，子どもの世界のほうに教師がどちらかという
と参加していくプロセスがあるんじゃないかなっ
ていうのをずっと実感してきました。むしろ私自
身，あるいは教師自身が，自らの常識や囚われか
ら自由になって，子どもと出会えるときに，表現っ
ていうのは生まれてくるんじゃないかっていうこ
とを考えてきました。で，子どもの世界に参加し
て，子どもと出会い直す創作の営みに，学校に子
どもを適応させるのではなくて，学校を子どもに
合わせて改善していく，これをインクルーシブと
いいますが，インクルーシブ自体に創作ダンスの
意味っていうのは大いにあるんじゃないかと，私
は期待しています。

の貧困といわれる，つながりが欠如している子ど
もたちが，たくさんいるんですが，そういう子ど
もたちにとって，芸術体験が必要じゃないかと，
今，ご一緒させてもらってるのかなと思っていま
す。僕もここは論が飛ぶんですが，アクティブ・
ラーニングが言われる時代の中で，アクティブ・
ラーニングの，実は，背景には，ものの見方，考
え方を試行錯誤をするプロセスの中で変えられる，
イノベーションできる人材育成がありますが，人
材育成の在り方は技術につながりますので，人材
育成の在り方ではなくて人間としての在り方とし
て，アートというところにつなげて，これからの
時代に対応できていければいいのかなというふう
に考えております。以上です。
柴　はい，ありがとうございました。それでは，
大石先生お願いいたします。
大石　ぼくが子どもだった頃と比べると，いまの
子どもはやることがいっぱいあって，とても忙し
いように思います。小・中学校の教員も，毎日の
授業をこなしつつ，それぞれの業務のほかに，部
活とか，会議とか，報告書の作成などで文字どお
り寝る間もなく忙しい。そういう状態にある，と
伺っております。にもかかわらず，教科書をさら
に分厚くして授業を増やして，英語は小学校から
始める。そういう話になっています。こうまで学
校教育の現場が忙しくなれば，子どもの芸術教育
がどこで保障されるのか。そこがすごく気になる
んですね。文学，音楽，美術，舞踊，映画，演劇
などの芸術に触れるっていうか，ほんとうは浴び
てほしいんですけども，そういう時間や機会の確
保は，子ども自身，もしくは家庭の責任において
なされるべきなのでしょうか。国や自治体，学校
が保障すべきではないのか。ぼくはものすごく危
機感を持っています。

最後に，今，芸術地域の過疎化をなくそうとい
うことでご一緒させてもらっていますが，高橋先
生のご発表の中にも，子どもが本物に囲まれてい
る経験っていうか機会っていうのか重要じゃない
かと指摘されているんですが，そのことを何と
いうかというと，「生活が陶冶する」といいます。
この言葉を最初に使ったのは，ペスタロッチとい
う世界で最初に孤児院，児童養護施設をつくった
方です。で，宮崎で言うと石井十次という友愛社
を作られた人です。で，生活が陶冶するという基
本的な最初のイメージは，ストリートチルドレン
化しているような子どもたちを，温かい食べ物と
温かい寝床を用意してあげると，盗みを働くので
はなくて，まっとうに育っていくのではないかと
いうことで，衣食住を保障していく中で，そうい
う生活が子どもたちを指導していく。だから，盗
みをやめさせるのは，大人が子どもを言葉で盗み
をやめさせていくことを指導するのではなくて，
そういう生活を用意することを通して，生活が子
どもを指導していくという考え方です。で，これ
の在り方に，今，衣食住だけでなくって，子ども

生まれてくる子どもの数が減っていること，親
たちの稼ぎ，世帯収入が減っていることが主な原
因で，全国の地方都市から，ピアノ教室やヴァイ
オリン教室，バレエ教室が減少しています。生徒
が集まらないので，教室の経営が成り立たないん
ですね。こうした教室が，日本のクラシック音
楽，クラシックバレエの基盤を作ってきたわけで
す。クラシック音楽を演奏する人が増えることで，
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聴く人も増える。バレエを踊る人が増えることで，
バレエを観る人も増える。これまでは，そういう
好循環があったのです。ところが，少子化でその
逆のことが進行しつつある。当然，子どもがクラ
シック音楽やバレエに触れる機会が減っていきま
す。親がホールとか劇場に足を運ばなくなれば，
子どもがホールや劇場の客席に座って，生の演奏
を聴き，生の舞台を観るという習慣が身に付くは
ずはないわけです。美術館で作品を鑑賞すること
も，なくなっていくでしょう。

ぼくは学校教育のことはわかりません。教員で
もないし，学校関係者でもないし，子どもを育て
たこともありません。けれども，公共ホールの運
営者として，現代演劇の制作者として，舞台芸術
にかかわってきた経験から，子どもの芸術体験活
動の重要性というのをそれなりに理解しているつ
もりです。そもそも芸術には正解っていうものが
ありません。答えは一つではないし，答えそのも
のがない，と言えるかもしれません。これでいい，
という終わりもありません。例えばダンスにおい
て，同じ振りつけで踊ってみても，それぞれみん
な体つきが違うし，踊っているときの気持ちも違
います。だから一人ひとりが違ったふうに見える
んですね。すなわち，一つとして同じ作品にはな
らないのです。誰がいい，誰が悪いっていうもの
もありません。それで，多くの子どもたちは，踊
るのがとても楽しいんだと思います。みんな違う
から，いろいろあって楽しい。そういうことです
ね。ぼくが子どもの頃に受けてきた学校教育では，
みんなと同じであることが求められました。みん
なと同じようにしなさいって言われるわけです。
みんなと同じであることを要求されれば，それに
ついて行けない子どもは，落ちこぼれてしまいま
す。実際の世の中では答えが一つであることのほ
うが少ないのに，社会が求めている正しい答えは
これですよって言われたら，それが分からない子
どもは追い詰められる。自分はダメなんだ，とい
う落ちこぼれ感を抱いてしまう。そういうおそれ
があるということです。

そのようなことが一切関係ない，正解が無いの
が，芸術の面白いところだとぼくは思います。人
はみんな姿かたちが同じように見えて，少しずつ
違う。それに気づくことで，自分を承認すること
も，他者を容認することもできる。そのようにぼ
くは考えます。先ほど，竹内先生がおっしゃった
中から引かせていただくと，自分を承認するって
こと，自分で自分のことを認めてあげるってこと
が，芸術体験活動によって可能なんじゃないだろ
うか，というふうに思いました。そもそも誰かと
比べる，誰かからの評価を気にしていたら，足り
ない自分とできない自分に，やっぱり劣等感を感
じてしまうと思うんです。ダンスにはそれが必要

ないわけですよね。しつこいくらい繰り返します
けれど，一人ひとり違うんだから比べようがない
し，正解はないんだから点数のつけようもない。
もうちょっとやってみようとか，みんなと一緒だ
と楽しいよね，みたいなことを教員は声をかけて
あげるだけでいい。いい，悪いとか，よくできま
したねというような話ではなくてね。ダンスして
いるときに，例えば失敗してっていうか，自分が，
ああ，失敗したっていうふうに思ったときがあっ
たとします。失敗して，クラスメイトと教員が，
げらげら大笑いした。だけどそれは悪意に満ちた
笑いではなくて，みんなから受け入れられている，
自分の失敗もすべて受け入れられているという証
なんだ，と感じることができれば，その場は安心
して自分を表現するという空間になるわけですね。
誰の心にも芸術があり，誰の身体にも芸術家がひ
そんでいるということが，理屈ではわからないか
もしれないけれど，大人である教員には恐らく理
解できるのではないでしょうか。

創作ダンスは，身体一つで始めることができま
す。で，しかも，身体的に障害がある，ないにか
かわらず，誰にでも開かれた表現活動，芸術活動
です。ダウン症っていわれる子どもも，健常だと
いわれる子どもも，それから車椅子を使っている
子どもも，交じり合って一つの作品を作るという
こともできる。だから，一人ひとりが芸術家なん
です。自分一人で作品を作ることもできれば，い
ろんな違いのある子どもたちと一つの作品を作る
こともできる。そういうところが，ある意味，ダ
ンスの芸術的魅力だろうと思います。男子だから
とか，女子だからとか，障害があるとかないとか，
体が強いとか弱いとか，おっきいとかちっちゃい
とか，そんなことは一切関係ないんです。それか
ら，スポーツではないので，勝ち負けというもの
がありません。ただ，みんな，もっとうまくなり
たいだけなんですね。できることは一人ひとり違
うし，振り付けを覚えるのが早い子もいれば遅い
子もいる，時間がかかる子がいる。でもそれは，
その子自身の個性であって能力の差ではない。ダ
ンスをやることで，そのことが分かる。しかも楽
しくなる。クラスメイトと教員とも仲良くなれる。
そうすると，クラスの面倒を見ている教員も，きっ
と嬉しくなるのではないでしょうか。感じたこと
に自発して自分から動き出すというときに，まる
で生まれ変わったような，ある意味，別人になっ
たようなっていうか，そういうように自分が周り
の人から言われるみたいなことも，ちょっと嬉し
いっていう気持ちにもなれるに違いありません。
そうすると，ますます子どもっていうのは，どん
どん自分が持てる能力を発揮していくんだろうと
いうふうに思います。

そういう意味で，創作ダンスが学校教育の教科
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体育に取り入れられたことは，芸術の立場から言
うと，とても嬉しくて，大変評価しています。

ぼくが暮らしている福島県いわき市は，今から
ちょうど 50 年前に，五つの市と四つの町と五つ
の村，合わせて 14 市町村が合併して誕生しまし
た。14 市町村分ですから，市の面積がとても広
いんですね。ぼくの職場である公共ホールから一
番遠い地域まで，車で 1 時間とか 1 時間半とかか
かっちゃうんですよ。そういう地域は，普段の生
活のなかで，ぼくの職場である施設，ホールを使
うことはほとんどありません。来ていただけない
のであれば，アーティストを連れて，こちらのほ
うからそちらに行きますよっていうことで，特に
中山間地域にある小・中学校に音楽やダンスを届
けています。ダンスに関しては，ここにいらっしゃ
る高橋るみ子先生と，「んまつーポス」の皆さんに，
面倒を見ていただいています。多分，今年で 4 年
目ですか，毎年やっていただいていて，学校にも
子どもたちにも，大変好評なわけです。「んまつー
ポス」のメンバーにお願いしているのは，ダンス
のことは当然として，教育的な視点から子どもた
ちを指導ができるということです。それが大きい
です。それから，人格的にもある意味すばらしく
て，かつ，子どもから好かれるキャラクター，メ
ンバーのことをご存じの方はおわかりになると思
うんですけれども，非常に子どもたちに好かれる
キャラクターです。ですから，いわきの小・中学
校に派遣するダンスカンパニー，ダンサーとして
は，この上ない方々，とぼくは思っています。ま
あ，子どもに与えて安心なおもちゃみたいなもの
ですね。

中山間地域の子どもは，芸術体験そのものが少
なくなっています。学校教育を芸術の立場からア
シストするという意味で，アーティストを小・中
学校に派遣する学校アウトリーチ事業を，うちの
施設では，一番大切にしている事業だと言っても
いいでしょう。

それと皆さんご存じのように，今の子どもたち
を取り巻く環境，日本社会というのはとても厳し
いものがあります。児童虐待，学校にはいじめが
あり，それから悲しいことに，いじめの果ての自
殺というのもあります。それから 6 人に 1 人は経
済的な貧困を抱えているという子どもの貧困問題
というのも見られます。そういう日本の社会の中
で，子どもが生まれて無事に大人になるために
は，子ども自身が生きようと，生きていこうと，
で，どんな困難にぶつかっても，とにかく自分は
生きていくんだと思う力を子どものうちに手に入
れないといけないんじゃないか，と思うんですよ
ね。自分はだめな人間じゃないんだ，誰かより
劣っているわけでもないし，能力がないわけでも
ない。クラスメイトからいじめられたり，親から

ひどい目に遭わされたり，いろいろとあるけれど
も，でも，すべての人から見放されているわけで
はないんだ。決して，クラスメイトの中で，自分
だけが置いてきぼりを食らっているわけではない
んだ。そういうふうなことを実感として，とにか
く自分が感じていく。年齢は関係ないと思います。
ちっちゃい子はちっちゃい子なりに，おっきい子
はおっきい子なりに理解できると思います。少な
くとも身体的に刻まれていくに違いありません。

自分は生きていていいんだと感じる。そのこと
がとても大事です。生きようとする力を身に付け
ることが重要だと思います。そのためにも，芸術
教育が重要な要素になるのではないでしょうか。
自分が支配人を務める公共ホールの自主事業では，
学校教育をアシストする芸術教育を重要視してい
るということを申し上げて，とにかく最初のぼく
の話は終わりにします。
柴　はい，ありがとうございました。今，まず高
橋先生が，なぜこういうことを考えているのかと
いうことをお話しいただきました。高橋先生は，
子どもたちを創作ダンスへといざなうもの，それ
に，いざなうためにはどうしたらいいかというこ
とをずっと考え続けられて，鑑賞から模倣へとい
うことをお考えになって，それをどのように実践
していくかっていうところで，こちらにいらっ
しゃる先生方との出会いがあり進めていらっしゃ
る。今，皆さんがお話しくださいました高橋先生
以外のを 3 人の先生方のお話を皆様にお聞きいた
だきまして，それぞれの先生方が，創作ダンスの
力といいますか，そういうことを具体的に語って
くださっているということがお分りいただけたか
と思います。先ほど，宮崎大学，添田教育学部長が，
数学教育がご専門なんだけれども，なぜ数学教育
を行うのかということをご自分の恩師に言われ続
けている，そして，数学をとおして，どういう人
を育てるのかという問題意識を持つ，教育哲学を
持つことと言われ続けていたと，おっしゃってく
ださいましたが。今，高橋先生の問題意識，それ
に対する哲学といいますか，それをどういうふう
にして私たちは子どもたちに向かっていったらい
いのかということを，それぞれの先生方がお話し
くださったと思います。それでは，まず，先生方
同士で相互に，ご質問，お話をなさりたい先生方，
お話ししていただけたらと思いますが。それから，
補足なさりたいことなど，ほかの先生のお話をお
聞きいただいて補足なさりたいことなど，よろし
くお願いいたします。いかがでしょうか。
高橋　私から，討論者のみなさんとの出会いにつ
いてお話しします。竹内先生とは，私が，もう学
校の中で創作ダンスは難しいのかなあと思い始め
たころに，50 年も学校教育の中にあり続けたと
いうことはそれが子どもたちに必須な体験だから
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で，そうでなければとっくになくなっていますよ
と言われて，それもそうだともう一回奮い立った
という経緯がありました。大石さんは，『文化か
らの復興 市民と震災といわきアリオスと』（ニッ
セイ基礎研究所といわき芸術文化交流館アリオ
ス）という本を執筆されていて，私がたまたま書
店でその本を手に取り，珍しいキノコ舞踊団の
ワークショップがどれだけ子どもたちに元気を与
えたかという記述を読んだことがきっかけでした。
大石さんに，中学校でダンスが必修化になる前か
ら，小学校では表現が必修だったということをお
話したら，そんなこと知らなかった。専門の人た
ちは，やっていることをもっと広く言っていかな
いと，社会は知らないよと言われて，ああ，私た
ちはしっかり言ってこなかったなあ，もっとどん
どん言わないといけなかったなあと，そのことに
気がつきました。横出先生は，私たちが試みに実
施したアート遠足をご覧になられて，美術科教育
でこんなエネルギーを引き出すにはどうしたらい
いだろうという感想を述べられて，あ，体育の中
のダンスをよくするためには，こういう先生と組
むのがいいなあ，そして，体育の中で細かいこと
をやっているだけなく，外からもっといろんな力
を頂いたら，体育の中の創作ダンスに対しての評
価も変わるのかなあと思いました。

ろで何か創作ダンスに対してお考えになるところ
があれば，はい。
大石　高橋るみ子先生に質問させていただきます。
舞台芸術の立場でいうと，創作ダンスっていう言
葉は使わずに，ただ，ダンス。ぼくたちだけでな
く，いまの子どももダンスという言葉ですべてを
表していると思います。クラシックバレエを含め
てダンスと最近はなっている。テレビを点ければ，
AKB48 みたいなグループアイドル歌手がすてき
に踊っている。音楽のヒップホップから，今の中
学のお兄ちゃんたちはヒップホップダンスを踊っ
ている。結局，ダンスが，ぼくらといまの子ども
との共通言語になっているのではないでしょうか。
そのいっぽうで，学校の教員が児童生徒にダンス
を言うときに，必ず，創作をダンスの頭に付けな
くてはならないのでしょうか。そして，創作ダン
スが，教員と児童生徒の共通言語になり得るのか，
その子の親がわかるのかっていうことに関して，
学校現場の専門ではないのでわからないんですけ
ど，その辺りのことについて，説明していただけ
ればと思うんですけど。
高橋　一応，学校の中で取り扱っているダンスと
いうのは，リズムに乗って踊るリズム系のダンス
と，伝統的なフォークダンスや日本の民踊，そし
て，子どもたちがテーマを持ってダンスを創って
いく創作系のダンスの三つに分かれています。創
るということでは，リズム系のダンスも作品を創
りますし，創った作品を踊りますが，創作系のダ
ンスは，最初に自分たちにテーマを課して，その
テーマに沿ってダンスを創る過程で，それぞれが
そのテーマに対して持っている思いとか，考えと
か，感じていることとかを言い合いながら，あ，
あの人はそういうことを考えているのかと，お互
いに理解する活動になります。先生も，作品に至
るこのプロセスを評価します。それに対し，リズ
ム系のダンスは，テーマというよりは，リズムに
乗って心身を踊らせているか，リズムと共感して
踊っているかが評価の対象になります。そして創
作ダンスは，昔は女子がやっていたので，親の世
代は，あ，創作ダンスをやったことがある，みん
なで色々テーマを持って創るのよね，のところは
共通で持っていると思います。それが楽しかった
か辛かったかはちょっと別としても。
大石　ということは，変な言い方で申し訳ないん
だけど（笑），創作ダンスっていうのは，文部科
学省や教育委員会，学校教育現場での，ある意味
業界用語ではなくて，ちゃんとその創作を付ける
だけの意味はあるのだ，と理解してもよろしいの
でしょうか（笑）。
高橋　そうですね。
大石　はい，わかりました。
柴　はい，ありがとうございました。そのほかい

このように，体育にあるよさを言ってくださる
方々に出会えたので，体育の中で創作という芸術
に近づいていく学習が行われているんだというこ
とを，もっともっと外に向かって言っていこう，
それから芸術教育の人と手を組んで，体育の中に
あるダンスを社会文化のダンスにつなげていこう，
あるいは，社会文化のダンスから学校教育のダン
スに対して手を差し伸べたやすい，そういう仕組
みをつくろう，そういうことを考えるようになり
ました。
柴　ありがとうございました。先生方，どうで
しょうか。高橋先生とのお出会いをとおして，創
作ダンスに対する初めての理解といいますか興味，
関心をお持ちになったとか，あるいは，高橋先生
とは関係なくどこかでダンスをご覧になったとか，
大石さんはホールで，珍しいキノコがもう既に
やってらしたっていうことで，そのあたりのとこ
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かがでしょうか。では，一度フロアの方々からの
ご質問を受けたいと思います。どうぞお手を挙げ
てご所属，それからご意見，ご質問等お願いいた
します。はい，どうぞ。
質問者（尼ヶ崎）　ちょっと素朴な質問ですけれ
ども，創作ダンスっていうものが，教える側から
言えば当然子どもたちによい効果を与えるという
前提でお話しなさったかと思うんですね，自尊感
情なり自己肯定感なり。でも，実際に子ども側か
らいって，そういう効果があるのかっていうこと
についてちょっと疑問があったのでご質問したい
のですが。というのは，文学のほうで読書感想文
をよく学校で書かせます。で，これに対して最近
文学者たちが反対している，やめてくれと言って
いる状況があります。で，理由は，読書感想文を
強制されることによって子どもたちが読書が嫌い
になる，文章を書くのが嫌いになるっていう効果
を生んでいるんではないか。もちろんこれは数字
的にははっきりわからないことですけれども，実
際に本が売れなくなっているってことを見ると，
少なくとも読書感想文が文学の愛好家を育ててる
ということにはつながってないように見えます。
で，創作ダンスっていうのはちょっと似てると思
うんですね。というのは，読書感想文というのは
本を読めば何か感じるはずだと，感じたことを文
章にしなさい，それについて出来，不出来は採点
しませんよっていうやり方なんですが，創作ダン
ス，同じようにある課題を与えれば何か感じるこ
とがあるだろうと。それを踊りにしなさい，それ
に対しては採点はしませんよ。そしたら，子ども
たちは結構楽しくやるに違いないと思っているの
ではないかと。でも，実際そうなのかということ
をちょっと現場にいてどのようにお感じになって
いるか。というのは，回答は二つあると思います。
一つは，高橋先生たちがやってることはたまたま
成功してるけれど一般的にはそうじゃない。とす
れば，その差はどこにあるのかということ。で，
もう一つは，いや，一般的に成功してるんだと。
なぜならば，それは文学とはここが違うんだとい
うふうなお答えになるか，どちらでも構いません
けれども，お教えいただければありがたいです。
高橋　なかなか成功しないので，私はそこに，鑑
賞を入れて，子どもたちの夢やあこがれというと
ころからダンスを創ってもらう方法と，全部創る
のではなくて，子どもたちの創る部分をすごく少
なくした方法をとっているので成功している，そ
れをやったらすごくダンスを踊った気分になれる
のだと思います。テーマを与えて，さあ，自由に
創りなさいだけではなかなか成功しません。それ
だと先生たちも離れていきますし，子どもたちも
つまらなかったということになります。竹内先生
から，子どもたちがアーティストの振りや，自分

が考えた振りをしながら体育館を出ていったら，
その授業はうまくいったっていうことだよと教え
ていただいて，いつもそこを観ていますが，そん
なふうにしながら子どもたちが体育館を出ていく
ので，今の私たちがやっている方法はよいのだと
思っています。ただし，これを皆さんがやってい
るわけではなく，また全体で見ればこんなに創作
ダンス離れが進んでいるということは，成功して
いないのだと捉えています。
柴　私は司会ですので（笑），意見は差し控えさ
せていただきますが，竹内先生，教育学の立場か
ら教育をしたときに成功した，成功しないという
ことを測ることは必要なのか。そして，もし必要
であるとしたら実際にどんなふうに行われている
のかということも含めて，先生のお考え，また教
育学の分野ではそれをどのように一般的に捉えて
いらっしゃるのかお教えいただければと思います。
竹内　ご質問にお答えするにあたって，まず最初
に，ご質問を聴く中で浮かんだことを先に，お
話ししますと，高橋先生らがされているワーク
ショップには，「拒否する自由」があります。こ
れは学校教育にはなかなかなくて（笑），「参加し
なくてもいい」という前提でワークショップは組
まれているっていうのが最大の特徴かなと思いま
す。高橋先生らが持ち込まれているワークショッ
プはある意味拒否する自由があって，逆に言うと
見学者っていうのもいないんですね。見学者自体
も踊っているという。そこにいるということがダ
ンスなんだという捉え方もされているので，子ど
もからすると混乱しているのかもしれませんが，
まず拒否する自由があるという点が全然違うなと
いうふうに思っています。それと，授業なので，
授業に組まれるとどうしても学校教員は評価せざ
るを得ないので，この評価の観点が入ってくるん
だと思うんですが，1 単位，45 分なり 50 分の授
業で何か成果はあったのかと捉える捉え方は考え
直したほうがいいと思っています。むしろ，そこ
を今，提起すべきなんじゃないかなっていうふう
には考えています。で，単元をとおしてという捉
え方もありますし，最近芸術家派遣で入っていく
ときには，6 年間通う中で何か出会いがあればい
いかぐらいのスタンスで入っていますので，そう
いう意味では評価基準から自由になる中で創作ダ
ンスは捉えたほうがいいんじゃないかとは思って
います。ただ，先ほど言った何が違うかという点
で言うと，読書感想文ではないんですけども，小
学校の朝読とか読書を多読させる傾向が中学校で
読書嫌いを生むというのは既に指摘されていて，
何が問題かというと，小学校の教員が本を選択し
ていないという点が問題です。何を子どもたちに
提供するかということを考えずにただ読ませてい
るだけのプロセスは，子どもの読書嫌いを生むっ
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ていうのは確かかなと思いますので，そういう意
味では，教員としてはどの創作ダンスを持ち込ん
でくるのかということに対する，要は見る目を育
てるというところは，教員養成教育としては引き
受けていかないといけないんじゃないかというふ
うに考えています。
柴　ありがとうございました。どうしましょうか。
どうしましょうかって申し上げておりますのは，
今回大勢の会員の方々にご参加いただき，舞踊教
育系の発表も多くございまして，今の創作ダンス，
これが一般的に成果があがっているのかどうかと
いうことについて，それぞれの先生方がいろいろ
工夫をなさってやってくださっていると思います
ので，ご自分がこういうことを工夫していてこう
いう成果が挙がっているというようなことに関し
て，今ご発言いただける方，お手を挙げてくださ
ればと思います。発表の中でしてくださっている
のでこういう場では手を挙げていただけないので
しょうか。それでは，尼ヶ崎先生，今，教育学の
竹内先生のほうからもお答えいただきましたけど，
一旦これはこれでよろしいでしょうか。では，先
生方の間でそのほかに何かございますでしょうか。
はい，どうぞ。お願い致します。
大石　では，ぼくが。今いただいた質問に関連す
ることに多分なるだろう，と思うのですが。ぼく
は本を読む人間というか，本を読んでいれば幸せ
な人間なんですけれど，そんなぼくがもしも小学
校のときの授業に創作ダンスがあったら，きっと
さぼって踊らない，と思います。ぼくは，踊って
も楽しくない。踊っている時間があったら，本を
読んでいたい。性格的にそう。つまり，それは個
人差があるわけです。自分だけを見てもそう思い
ます。問題なのは，例えば本を読むっていう授業
があったときに，竹内くんはまじめに本を読んで
いるんだから，大石くんもまじめに静かに本を読
みなさいって言われるともうアウトなんだろうと
思います。だから，子どもにもどうするか選ぶ権
利がある，ということなんだと思います。舞台芸
術の世界でも選ぶ権利がある。観に行く権利もあ
れば行かない権利もある。観ている途中に，眠っ
ている権利もあれば感動する権利もある。本番の
途中で会場から出て行く権利もある。ぼくが分か
らないのは，学校教育の現場で，そのような選ぶ
権利があるのか，ということです。ぼく自身は，小・
中学校に通っていたときに，教員の話を全く聞い
てなくても，算数と理科が嫌いでも，授業がつま
らなくても，とにかく 45 分間は教室にいてじっ
としてなきゃいけない。とにかくじっとしていら
れる大人に育ちなさいっていうふうに言われてい
るような気がしてならなかった。どうしても耐え
られないときは，学校をさぼって映画館で一日中
映画を観ていました。だから，選ぶ権利があるい

まのぼくの現場と，みんなと同じようにあらねば
ならないっていう学校教育の現場の違いは何なの
か，がよく分かっていません。だから，学校教育
の現場に，「んまつーポス」みたいなダンサーた
ちが入っていって，大勢が楽しくても楽しくない
やつがいたりすると，先生，楽しくないから見て
ていい？とかっていうふうになったときに，教員
には，いいよいいよっていうふうに言って欲しい
んだけど，それが教員に許されるのかどうか。学
校教育者として，踊りたくなかったら踊らなくて
いいよ，つまんなかったら休んでいていいからみ
たいなことを「んまつーポス」が言ったときに，
そのことを受け入れた先生のことを学校が問題に
するのではないか。そんな心配もあります。

ただ，子どもにとっては，本を読むのが好きな
人間，踊るのが好きな人間，歌うのが好きな人間っ
ていう個人差があるわけだから，そこが許される
かどうか。やっぱりみんなと同じようにしなきゃ
いけないのかどうか。そういうことが多分，今おっ
しゃられたことの，みんなに等しく成果っていう
のは表れてくるものなのか，というご質問につな
がるんじゃないでしょうか。芸術関係者であるぼ
くの立場からはそう思うんですけれども，どうで
しょうか。
竹内　今のをお聞きしてはっきりしたんですけど
も，創作ダンスは学校教育に評価されたいのかと
いうと，そうじゃないんじゃないかなっていうか，
創作ダンスのほうが学校教育を評価すればよいだ
けであって，創作ダンスを学校教育が意味があり
ますよというふうな位置づけでいいのかっていう
のが気にはなりました。で，先ほどから言われて
いることだと思うんですけども，どちらかという
と芸術領域の実践は，学校教育に対する異化効果
のほうが強くて，学校教育を相対化する役割とし
て学校教育との関係をつくったほうがいいんじゃ
ないかと自分は考えています。そういう意味で創
作ダンスに期待しているんですね。だから，そう
いう意味では学校教育の枠組みの中で創作ダンス
を評価しようとするというよりは，学校教育その
ものを評価する領域というか，位置づいていくほ
うが，多分健全ではないんじゃないかというふう
に自分は考えてます。これは教育方法学の中でも
多分異端というか少数派の意見になると思います
が，そういうふうに捉えたほうが自分はいいなっ
てふうに感じています。
柴　というように竹内先生はおっしゃってくだ
さっていらっしゃいます。はい，どうぞ。
質問者（木村）　すみません。日本女子大学の木
村といいます。とどのつまりは，教室における生
徒の学びの問題という以上に教員養成の問題のよ
うな気がしたんですけれども。そして，竹内先生
のお話ごもっともだと思いつつ，はてさて，そう
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いうふうに創作ダンスの場が学校を教え諭すとい
うような仕組みをどうしたら僕たちは持つことが
できるんでしょうか。そういう具体的な，つまり
ダンスを見る目っていうものを教員になる者が獲
得する必要があるという話であると思うんですけ
ども，どうしたらそれは社会において可能なんで
しょうか。
竹内　実は，「んまつーポス」は教員にするつも
りで自分はかかわってきたんですけども，最終的
にはならなかったので，多分失敗しています，自
分の経験としては。でも，教員養成教育はほとん
どが，こういう言い方をしたら教員にはとても失
礼なんですけども，基本は高校の進学クラスの
20 番手以降，30 番手以内の子たちがきます。で，
すごいまじめで，高校の，ある意味プリント学習
に耐え抜いてきた子たちが学生として入ってきま
す。で，その文化性はとても画一化されたものだ
と思っていまして。で，ここからはずれていく子
たちが例えば高橋先生のところにいきます。で，
この構図でいいのかっていうのはずっと，これは
美術科のところもそうなんですけども，大体美術
科の学生は創作に夢中になって単位を落としたり
します。で，教員養成教育自体がそういう意味で
は同じような教員を再生産する仕組みになってい
るので，ここをどう変えるかっていうことで，あ
の手この手をしているんですけども，自分の中で
は成功した試しが全然なくて。で，今，立場をはっ
きりさせて述べると，教員養成教育の中でそうい
う芸術を理解した教員を育てようと思って，教員
を支援する仕組みも作ったんですけども，これも
続かなくてやめました。で，教員はそういう画一
化された，ある再生産の中でまず育っていくだろ
うなという文脈では，どう外部から，ある意味異
質な他者を呼び込むような学校という場にしてい
くかのほうが重要であるし，学校という場を飛び
出て教育する仕組みをどうやって作るかのほう
が，ストレートに自分にはきていまして，そうい
う意味では「んまつーボス」はダンサーのままで
もいい。でも，どちらかと言ったら，彼らは教育
実習を経て，しばらくすると学校教員臭くなって
帰ってくるんですけども，そういうふうに常に自
分を更新していく営みをしつつも，学校から見る
とすごく異質な他者として常に現れていかないと
だめだというふうには思っていまして，そういう
ちょっと変わった人を受け入れる素地が学校にな
いと，学校という場自体の教育力は低下していく
だろうっていうふうに考えてるので，今の関係が
自分の中では一番しっくりくる。だから，ダンサー
が日常的に学校にいるのはまた変だと思っていま
して，非日常にいるからこそダンサーなんだろう
なと思っているので，子どもからすると，日常の
学校教育臭さと非日常な学校とは違う文化性を行

き来する機会をどうやって作ってあげるかってい
うほうが重要かなっていうふうに考えています。
大石　私の個人的な意見になってしまいますが，
やっぱり日本人の場合って言っていいのかどうか
わかんないんですけど（笑）。誰もがダンスを観
る目，演劇を観る目，それからクラシック音楽を
聴く耳っていうのを持ちなさいって言っても，そ
れはなかなか現実的な話ではなかろうと思うのが
一つ。それから，「んまつーポス」と最初に出会っ
たときに，彼らに対して最初に言ったんですけど，
学校教育が，体育教科の中で創作ダンスが入って
きて，あなたたちみたいなダンサーが学校に入っ
ていって，それを学校や教育委員会，文部科学
省，日本という社会，世間が認めたときに，一気
に需要と供給のバランスがとんでもないものにな
るのではないか，と。どういうことかというと，
日本ではあなたたちみたいに学校の教員になる資
格を有しているダンサーへのニーズが一気に高く
なったとき，日本のダンス界はそのニーズに応え
ることはできません。あなたたちの活動が成功す
れば成功するほど，学校，教育委員会，文部科学
省が認めるとしたら，せめてあなたたちは責任を
取って自分たちが次の世代，次の世代っていうダ
ンサーを育てていかなきゃいけない。しかも，教
員の資格を持ったダンサーを。そのようなことを，

「んまつーポス」のメンバーに話した記憶があり
ます。そういうことを考えると，教員はダンサー
ではないし，観客の一人としてダンスを観る目を
持つということも，非現実的なことです。ちょっ
と本題から離れますけども，先月か先々月，新聞
に載っていた記事の話しです。ダンスが好きな教
員，結構若い世代の人が，授業ではなくて掃除の
時間にみんなが掃除をしてくれるにはどうしたら
いいかってことを考えたのかわかんないんですけ
ど，掃除の時間に掃除をし始めて，ある瞬間フ
ラッシュモブみたいにみんな振りつけで踊り始め
るんだそうです。掃除をするという動作が，ある
一瞬ばっとダンスになるらしいんですよね。それ
を子どもたちが楽しめるかどうかってことを試し
てみた。そしたら，これがなかなか楽しかったら
しいんです。掃除っていう行為にダンスを持ち込
むことによって，より子どもたちがちゃんと掃除
をするようになった。そういう大切さを学ぶとか
楽しさを学ぶみたいなことをちょっと生徒に感じ
ていってくれたらいいなと思ったのでしょう。た
とえばそういうことを試してみるっていう意味で
は，ともかく，「んまつーポス」を受け入れてみる。
学校へ派遣してみる。試してみることは何かを変
えていくきっかけにはなると思うので，何もしな
いよりはいいかなと思います。答えになっていな
いかもしれませんが，そういう感じがしています。
高橋　先ほどの大石さんの，「んまつーポス」み



－59－
『舞踊學』第39号　2016年

たいな人がいるのか。これから，需要が高まった
ときにはどうするのかに対しては，先ほどお話し
たのですが，アーティストに，「創作」という言
葉を自分の作品に付けて YouTube にアップして
もらい，反転授業のように，先生は，授業の前に
子どもたちに創作ダンスを調べさせます。そして，
アーティストの数だけ表現方法があるということ
や，自分も自分が好きなことができるということ
がわかれば，アーティストが行かなくても，先生
はそこから授業を始めることができます。この実
験は始めたばかりで，これから色々なアーティス
トに協力してもらい，それぞれの作品の再生回数
の増減を調べていく中で，何か見えてくると言え
るのではないかと思っています。これが，大石さ
んから出された宿題に対して，私と「んまつーポ
ス」が取り敢えず始めたことです。
柴　横出先生何か補足等々ございますでしょうか。
横出　創作ということですけど，この創作という
言葉を個性的な作品を作る，もともと何も無いと
ころから何かある形を生み出していくというよう
に捉えるべきか難しいところだと思います。創作
者の養成とは，なんだか異質な人の養成というこ
とになるのか，創造的な人というか創作的な人
は，個々人がそれぞれ違うということからはじま
るのだと思っています。それで，何かを創作する
人はどこか他と比べて異質になってくるのだと思
います。しかし，それはアーティストの宿命だと
思います。必ずこれまでの体制からずれていくの
で，それは仕方がないですね。既成の秩序から抜
け出て，どうやって新しいものを創ろうかという
体質になっているから必然的に異質になってしま
う。それは「創作者」にとって構造的な問題ない
し在り方ではないかと思っています。
柴　ありがとうございました。シンポジウムは 4
時までということでしたが，総会の準備等ござい
ますので，そろそろ終わりにしたいのですけれど
も，先生方，よろしいでしょうか。はい。それでは，
本日は芸術教科と教科体育から創作ダンスを考え
てまいりましたが，教員養成の問題，授業にお
ける成功ということなども出てまいりました。一
つ一つ大変大きな問題ですので，ここで一致して

解決策を見出していけるものではございませんが，
ここにご参加いただきました大勢の教員養成系の
先生方は，皆さんそれぞれに工夫をしてお授業な
さっていらっしゃることと思います。先ほど私は，
今回発表者が多くて喜ばしいと申し上げましたが，
そこで情報交換し，どのような授業をしてどのよ
うに学生たちが変わっていくのか，変わっていか
ないのか，そういうことを交換できればいい，そ
ういう学会であってほしいと願っております。そ
れから，教員養成系のほうにつきまして，異端な
教師とか異質な教師というお話も出ましたけれど
も，学校制度の中では異質や異端な先生ばかりで
は困るわけでございまして，そう思われない方も
いらっしゃるかと思いますが，私はそう考えてお
りまして（笑）。しかし，制度としては普通の先
生といいますか，そういう教師を養成し，制度以
外のところ，つまり教員と学生とのつき合いとい
いますか，そこの出会いにおいて学生が，先ほど
宮崎大の先生からお話がありましたように，高校
の進学校からきて大体同じような体験をしている
学生。しかし，その人たちもそれぞれ個性があっ
て，そこまでに花開いていない個性があるはずで
すので，教員がそこのところでそれぞれに向かい
合うことによって異質な個性というものを引き出
して，教員を送り出せたらいいなと，私個人は考
えております。私も教員養成に長く携わって参り
ましたが，教えた学生たちみんながすてきなダン
スの授業をできているわけではないということに，
心の痛みを感じながら今日のシンポジウムを私も
聞かせていただいておりました。

今日は高橋先生に問題提起をいただきまして，
そして，横出先生には美術教育の立場から，竹内
先生には教育学の立場から，で，大石さんには公
共施設というところで学校外から学校教育を支援
するというお立場からお話をいただきました。ご
参加いただいた皆さんそれぞれに，先生方にお話
しいただいたことをお持ち帰りいただき，明日か
らの実践，研究に生かしていただけたらと思いま
す。それでは，これでシンポジウムを終了させて
いただきます。どうもありがとうございました。


